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　第96巻第 1号では症例報告を 2編，第11回（2019
年度）千葉医学会奨励賞ミニレビューを 1編，そ
して第39回歯科口腔外科例会の抄録を掲載して
います。またChiba Medical Journalでは，原著
論文を 2編，症例報告を 1編，Chiba Medical 
Society Awardの総説 2編を掲載いたしました。
　 2編の症例報告はいずれも消化管疾患です。齋
藤徹先生が報告した腹腔鏡下に切除し得た90㎜
大の出血性小腸GISTの 1例は，低侵襲で安全に
切除し確定診断と貧血の改善が得られた貴重な症
例報告です。今後術式選択をする際に有用と思わ
れます。頸部CTが診断の一助となった嚥下障害
の 2例は，頸椎の強直性脊椎骨増殖症および咽頭
食道憩室の症例報告です。咽頭つかえ感と嗄声を
認めていたものの複数診療科で器質的異常の指摘
なく経過観察となっており，上部消化管内視鏡で
は咽頭通過時にスコープの抵抗感を覚え，頸部
CTにて初めて強直性脊椎骨増殖症の所見を認め
て整形外科手術にて寛解しました。もう 1例は頸
部CTにて甲状腺左葉背側に32㎜大の嚢状陰影を
認め，内部に食物残渣の貯留を認めた症例です。
咽頭つかえ感の原因になっていると考え頭頸部外
科にて憩室切除・縫縮術が施行され寛解しまし
た。咽頭や食道のつかえ感は鑑別診断が多岐に渡
りますが，いずれも頸部CTが診断の手がかりと
なったことを報告しています。
　中川拓也先生は第11回（2019年度）千葉医学会
奨励賞を受賞されました。おめでとうございま
す。受賞対象となった中咽頭癌のエピゲノム解析
に関して総説を寄稿いただきました。DNA塩基
配列の変化を伴わずにDNAやヒストン蛋白に化
学修飾を加えることで遺伝子発現を制御するエピ
ゲノムは，生命現象を解く鍵として研究が盛んに
行われる分野です。本報告ではその中でもDNA
メチル化に着目し，中咽頭癌に起きているDNA
異常高メチル化のパターンで中咽頭癌を層別化し
ています。ヒト乳頭腫ウイルス（HPV）が発癌
に関与することが知られ，HPV感染の有無によ
り予後や治療応答が大きく異なる中咽頭癌です
が，中川先生らの研究によりHPVの有無だけで
なくエピゲノム情報を用いた層別化の有用性が示
されようとしています。
　Chiba Medical Journalでは，吉村博先生が小
児腎移植後の高血圧の影響について15年という長
期に渡りフォローアップしたコホート研究を，小
川裕也先生が大腿骨の骨棘形成を膝関節の骨関節
炎の初期徴候として考察した報告を，それぞれ原
著論文として，また馬場七織先生が卵巣の巨大顆
粒膜細胞腫の 1例を症例報告として，それぞれ
紹介しています。田中繁先生，折田純久先生は
Chiba Medical Society Awardを受賞されました。
おめでとうございます。田中先生は，T reg細胞
に重要なマスター転写因子として知られるFoxp3
について，炎症下でのその発現制御分子機構と協
調蛋白について概説してくださいました。折田先
生は新鮮PRPでなく凍結乾燥PRPの骨癒合を検
証し，遜色ない骨癒合能，およびその安全性や価
格などを考慮して凍結乾燥PRPの有用性につい
て寄稿いただきました。どちらも重要なホットト
ピックであり，これらの研究分野が益々発展する
ことを祈念いたします。
　いずれも貴重な興味深い報告です。今後も和
文，英文を問わず，「千葉医学」を通じ広く発信
していただければと思います。
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